
 

 今年は午年（うまどし）。午は、古来、行動力と決断力の象徴とされてい

るそうです。また、２０２６年は「丙午（ひのえうま）」で、「火」のエネ 

ルギーが強く、情熱的に新しいことに挑戦し、大きな成果を得やすい縁起 

の良い年とされているのだとか。このようなことにあやかり、青海小学校 

も飛躍を遂げられるエネルギーを持ちたいと考えます。 

 さて、本日からいよいよ一年の総まとめの時期に入ります。 

学習はもちろんのことですが、子供たちのよさを更に伸ばしな 

から、いずれ訪れる「自立」のときに備え、一人一人の“自立 

への旅”を支えられる学校でありたいと思います。今年もどうぞ 

皆様のご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 
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あけましておめでとうございます 
今年もよろしくお願いいたします 

 ６年生は、修学旅行への取組を中心に、各教科等で平和学習を続けてきました。そこで、１０月からの学

習の集大成として、学んだことをまとめ、来年度６年生になる現５年生に伝える授業を設けました。５年生

にとっては、大きな事前学習の機会です。また、６年生にとっては、相手意識を持って伝える内容・伝え方

について自覚的に準備し、それを披露する場でもありました。６年生の言葉によると、この活動は、「平和

な社会をつくるための行動の一つ」でもあります。１２月１９日（金）の２時間目、私も修学旅行に同行し

た一員として、授業を参観させてもらいました。 

 発表の内容は、「①修学旅行・原爆・戦争について」「②フィールドワークについて」「③田中安次郎さん

（フィールドワークでガイドをしていただいた方で、原爆の被害に遭われました）から学んだこと」「④平

和の実現に向けて」の４部構成。それぞれの内容は、班に分かれて準備し、プレゼンテーションも使いまし

た。 

 担任の山田先生曰く「子供たちが、自分たちで主体的に準備を進めた」とのことでした。聴かせてもらっ

た感想は「素晴らしい」の一言！多くの学びや思い、情報があるにも関わらず、要点を大変うまくまとめ、

わかりやすい表現・話し方で説明してくれました。聴いている５年生の表情からも、内容がしっかり伝わっ

ていることが分かりました。この発表から、６年生が取り組んだ平和学習の充実度がとてもよく分かりまし

た。 

 最後に、５年生からお返しを出してもらいました。ある子供が、「原爆で差別にあった人たちの苦しみは、

水俣病で差別にあった人たちの苦しみに通じるものがある」という趣旨の発表をしてくれました。この発表

を聴き、５年生の、これまでの環境学習の充実も感じました。本当に嬉しく思います。どちらも人間が作り

出してしまった悲劇です。こんなことを二度と起こさないように私たちは学び続けなければなりません。充

実した時間をありがとう！ 

 

6 年生が 5年生に平和授業を行いました 

真剣に聞き入る５年生 プレゼンも使いました 気持ちの伝わる発表です 


